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（議事日程） 

日程第１  報告事項   平成３０年第３回区議会定例会中の決算特別委員

会での教育委員会に係る質問の答弁（要旨）につ

いて 

日程第２  報告事項   「目黒区立学校に係る部活動の方針（案）」につ

いて 

 

 資料配布 

 ・医療的ケア児就園・就学ホットライン 
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（午前９時３０分開会） 

 

○教育長   第３８回目黒区教育委員会定例会を開会いたします。本日の欠

席委員、欠席職員はございません。署名委員は櫻井委員です。 

       それでは、日程第１を議題とします。 

 

（日程第１  平成３０年第３回区議会定例会中の決算特別委員会での教育委

員会に係る質問の答弁（要旨）について（報告事項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

       次に日程第２を議題とします。 

 

（日程第２  「目黒区立学校に係る部活動の方針（案）」について（報告事

項）） 

 

○説明員   （資料により説明） 

○教育長   この件についてご質問等はございますか。 

○委員    ５ページの【休養日】の１に「原則として」を書き入れていた

だいたことは、部活動をしている子どもを持っている親としては、

よかったと思っています。子どもは、大会前などは練習したいと

いう要望もありますし、その辺を少し配慮していただいたことは

よかったと思っております。 

       同じページの「３ 長期休業中の連続する休養日は原則５日間

以上に定める。」というところですけれども、なぜ、ここに記載

されたのでしょうか。 

○説明員   今年度、長期休業期間中の教育活動停止日を設定させていただ

きましたが、部活動をしたいという声から、この停止日がなかな

かとれないという実態もありました。各学校によって実態は異な

りますけれども、５日間、しっかり活動を停止できた学校とそう

でないところがあって、そうでないところは、部活動の練習をし

たいという子どものニーズ、それから顧問のニーズが強かったと

聞いております。この夏季休業中には５日間程度はしっかり休ん

でいただきたいということから、このような形で記載させていた

だきました。 
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       この５日間というのは、あくまでも週休日も含めた５日間です

ので、トータルで、前後の週休日を合わせると、５日間の教育活

動停止日を設けると、９日間は休めるのですけれども、そうでは

なく、あくまでも土日も含めた５日間という形をとらせていただ

いたところです。 

○委員    少しずれるかもしれませんが、顧問の役割を担える部活動指導

員は、試合に帯同できると思いますけれども、夏休みの練習を顧

問が来なくても、その人が見ることはできないのでしょうか。 

○説明員   部活動指導員が配置されたところは、教員が休んでいる中で指

導することは可能と思いますので、この原則の解釈については学

校間で温度差が出ると思います。あくまでも、この方針を出して、

練習がエスカレートしないように、子どもたちが多様な体験をす

るということが重要と考えているところです。 

○委員    その部活動指導員のことも含めて、先生方に休んでいただくこ

とができるのであれば、その活用も今後考えて、子どもたちは、

試合に出ていくわけですから、子どもたちの気持ちも汲み取って

いただいて、部活動指導員等の活用等も考えていただきたいと思

います。 

○委員    この方針は、東京都の運動部活動の在り方に関する方針をベー

スに、目黒区のものをつくっているわけですけれども、部活動を

進めていく上で、対外試合等については、目黒区以外のところと、

練習試合等を組まれると思います。目黒区の活動方針と他区の活

動方針に、大きな違いはないとは思いますけれども、そういった

調整、他区との連携は検討されているのでしょうか。 

       それから、年間活動計画は、保護者にオープンにするというこ

とですけれども、他区との練習試合等が組まれると思います。顧

問の先生や部活動指導員が日程の調整をする形になると思います

ので、年間活動計画には載りづらいのではないでしょうか。です

ので、年間活動計画をホームページに掲載するに当たっては、注

意書きが必要だと思いますがいかがでしょうか。 

○説明員   他区との連携についてですけれども、これについては、検討委

員会の中で議論がありました。例えば、５ページの活動時間につ

いて、「原則・・・週休日（祝日等を含む）及び長期休業中は３

時間程度」とさせていただきましたけれども、練習試合に行った

ときに、例えば、野球部が練習試合で１試合行い、その後待機を

して、もう１試合行うといったときに、３時間程度では終わりま
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せん。そういったこともあって、ここは「原則」をつけさせてい

ただいたということはあります。これについては、指導室課長会

の中でも議論があって、３時間でおさまる場合と、おさまらない

場合があり、教職員の手当の問題もあるので、東京都でも議論し

てほしいと要望しています。ですので、それぞれの区が課題とし

て持っていますので、調整をしながら進めていけると思っており

ます。それから、年間指導計画につきましては、練習試合等の計

画が直前になって変わるということがあり、その週ごと、月ごと

の計画までホームページにアップすることが、逆に顧問の働き方

改革に逆行していくということ、また、ホームページにアップし

たことで直前にさらに変更や間違いがあって、逆に不信感を持た

れるのではないかということで、公表することが決してプラスに

ならない場合が考えられるということの議論の中から、今回は、

年間指導計画、１年の大まかな計画をホームページにアップする

ということで話がまとまりました。具体的な月ごと、それから週

ごとの計画については、顧問、あるいは部活動指導員から生徒た

ちに伝わるようにしています。 

       事務局としては、それぞれ部活動指導員の設置要綱や、外部指

導員の設置要綱等で明確にし、運用は学校に任せていきたいと考

えています。今後は、その運用状況を見て、教育委員会として何

がフォローアップできるかということの調整をしていきたいと考

えているところです。 

○委員    こういったいい方向にいこうとしているものを有効に活用する

ためには、相当なコミュニケーションの密度化が必要だろうとい

う印象を持っております。これを進めていく上で、皆さんの議論

の中でいろいろ出てきたことについては、教育委員会の場で公表

していただきたいと思います。要望です。 

○委員    ２０１３年に障害者差別解消法という法律ができて、その後目

黒区でも、この１０月から合理的配慮の事例集というのは、小中

学校に配ると思いますけれども、部活動はそれにも適用されるも

のなのですか。 

○説明員   それぞれの学校の中で、子どもたちを対象に任意で行っていま

す。知的障害を持っている学級のある学校もあります。そういっ

た中で、その子たちを対象にしたクラブもありますし、実際に知

的障害を持っている子どもたちが一般のクラブに参加するという

事例はございますので、子どもたちが入りたいといった部活動に
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障害を持っているからという理由で所属させないということはあ

ってはならないと思っていますし、そういう対応をしていると認

識してございます。 

○委員    ６ページの、生徒のニーズを踏まえた部の設置で、東京都は障

害者について、対応をきちっとしましょうというようなことが書

いてありますが、目黒区は簡単になっています。これで対応でき

るのでしょうか。 

○説明員   この部分については、今、障害を持っている子どもも含めた子

どもたちという、さまざまなニーズがあるので、そういったニー

ズという、多様なニーズという中に含ませていただいたというと

ころが現状です。 

○委員    少なくても、障害者等について排除がないような考慮をしてい

ただきたいと思っていますので、お願いします。 

○教育長   この「女子や障害がある生徒等も含めて、生徒の潜在的なスポ

ーツニーズに必ずしも応えられていないことを踏まえ、生徒の多

様なニーズに応じた活動を行うことができる運動部を設置する」

について、文言として、東京都に入っていたものを削除をすると

なると、いかがなものかということになると思います。入れるこ

とについては難しいのですか。 

○説明員   この言葉を削除することについての誤解を招く可能性というの

は、確かにあると思いますので、どこまでが生かすべきか、削除

したほうがいいのかも含めて、検討してまいりたいと思います。 

○委員    中学校のバレーボールの大会が、１０月の三連休に連続してあ

りました。当然、６日も練習します。そうすると、先生方は、６、

７、８と試合に帯同して、練習もつけてということになっていま

した。また、秋季大会も三連休の９月２４日にありました。こう

やって試合が続くと、先生方の働き方改革の点も踏まえて、大変

だと思うので、目黒区の試合の回数だとか、試合の日程の組み方

など全体的に、少し減らすとかまとめるとか、そういったところ

の調整は考えていますか。 

○教育長   まとめるというのは、どういう意味合いですか。 

○委員    例えば、秋季大会と新人大会を一緒にしてしまう。秋季大会と

はブロック大会につながらない目黒区の中で終結してしまう大会

ですけれども、新人大会は次に勝ち上がれば、第２ブロックとい

う、ブロック大会に進む。それが勝ち上がると都大会につながる

という大会ですけれども、秋季大会はやめて、一緒にしてしまう
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という意味合いです。 

○説明員   ご指摘のとおり、区の秋季大会と別に新人戦を組んでいて、こ

こが日程的にタイトになっているというのがあります。この秋季

大会を新人戦に置きかえようという部活動もあり、７ページの５

の、学校単位で参加する大会等の見直しのアのところで、「週末

等に開催される様々な大会・試合に参加することが、生徒や部活

動顧問の過度な負担とならないよう、部活動が参加する大会・試

合の全体像を把握し、大会等の統廃合等を主催者に要請する」と

いうことで、教育委員会の役割として、入れさせていただきまし

た。校長もイのところで、そういったことを配慮して、参加する

大会を精査するというところがありますので、教育委員会が調整

をして、実態把握とともに調整をしていきたいと考えてございま

す。 

       ただ一方で、部活動の顧問等に言わせると、会場が常に確保さ

れるわけではないので、パズルのような中で組み合わされている

ものを１つ動かすと、次に組み込むところがないという現状はあ

るということですので、そういった中で、どういったことが可能

なのかは、学校とともに考えていきたいと思います。 

○委員    今回の、部活動の方針の中に、事故に対しての対応は、それほ

ど詳しくは載せられていないように思いますけれども、いかがで

しょうか。 

○説明員   ４ページの適切な指導の実施のところで、健康管理と事故防止、

体罰防止というようなところで書かせていただいてございます。 

       一方で、実際に事故が起こった場合につきましては、この部活

動というものは、年間指導計画の中に活動を位置づけて、組織の

中で部活動という形で顧問を位置づけているということで、学校

の組織の中に入ってございます。教員にとっては、公務災害の対

象となりますし、子どもにとっては日本スポーツ振興センターに

加入してございますので、災害給付金の対象となります。これは

この方針に定める以前から対応をさせていただいているところで

す。 

○教育長   今回の省令の改正、スポーツ庁のガイドラインの策定について

は、持続可能な部活動の推進体制の構築ということが狙いにある

わけです。教職員の働き方改革と、部活動指導員の不足を解消し

ていくということが背景にあると思います。方針とか計画をつく

っても、どう効果を発揮していくのかということが最大の課題な
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わけです。ですので、ＰＤＣＡサイクルが必要になってきます。 

       国のガイドラインができて、都の方針ができて、区の方針がで

きて、各学校が計画をつくったとしても、何も変わらないのでは

ないかというのが感想です。ヒト、モノ、カネという行政資源を

投入しない限りは達成できないと考えています。そこで、３１年

度予算に向けて、国がどういう行政資源を予定しているのか、東

京都はどういう行政資源を予定しているのか、国が果たすべき役

割、東京都が果たすべき役割、それぞれが責任に応じた体制をつ

くらない限りは、絵に描いた餅に終わってしまうのではないかと

いう強い印象を持っています。 

       現時点でわかっている範囲内で、平成３１年度予算に向けて、

国がどういう手だてをしているのか、東京都がどういう手だてを

しているのかわかりますか。 

○説明員   ３１年度の概算要求の中で、部活動に関する要求をどのように

しているかというと、調査していませんので、答弁を控えさせて

いただきますが、今年度の予算の中では、中学校における部活動

指導員の配置ということで、５億円、国が用意しています。部活

動指導員の配置の予算は、国が３分の１、都が３分の１、区が３

分の１で、非常勤職員の設置を想定しています。当区は、非常勤

職員を置くことが難しいという判断から、非常勤ではない部活動

指導員を設置しておりますけれども、全て一般財源から持ち出し

ているという状況で、残念ながら、国の補助金は、区として使え

ない状況です。都も、指導員の充実というところで、１０億円計

上しているというところですが、当区はその補助金を活用できて

いないという状態です。 

○教育長   国と都の制度が使えない中で、この方針はあるべき姿を書いた

だけのものなので、実現に向けて努力していくわけですけれども、

実際に、各論の段階になったときに、部活動指導員という人材を

確保できるのかどうかになります。教職員が試合に参加しなくて

も、部活動指導員で対応できるように省令が改正になったわけで

す。その部活動指導員が安定的に確保できないのであるなら、本

来、国が目指している目的は達成できないと思います。そこにつ

いて、検討委員会の中でどう議論されたのでしょうか。 

○説明員   今回の検討委員会の中では、人材の確保という点には触れてお

らず、活動をどうしていくかというところ、指導体制をどうして

いくかというところに終始してしまったところですので、今後の
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課題として受けとめなければいけないと思っています。 

       ちょうど今、教員の異動のヒアリングを行っているところなの

でけれども、今年度になって、保護者や子どもたちの要望を受け

て、野球部を設置した学校長とのヒアリングの中で、野球部の指

導ができる教員を配置して欲しいという要望がございました。要

望に応える形で、今年度は外部指導員を入れましたが、顧問がい

ないので、校長がみずから顧問をし、引率しているという状況で

すので、指導者の確保というのは大きな課題であると認識してい

ます。 

○教育長   実際に、児童・生徒の試合等に参加、引率するということは、

日中働いている人はできないわけです。そうなると地域の方々に

期待するしかありません。この方針の中で地域との連携を意識し

て、あるべき姿が書かれていますが、具体的にそれが結びつくの

はなかなか難しいという感想を持っています。 

       これは引き続き、全国都市教育長協議会や特別区教育長会を通

じて、国、都へ要望していくのは当然ですけれども、自治体とし

て、この方針、それから学校がつくる計画が絵に描いた餅になら

にように、進行管理をきちっとしていただきたいと思います。こ

れは要望です。 

       ６ページの一番上のイのところですけれども、東京都のイと比

較してみると、「部活動顧問は休養日の意義や」はよくわかりま

す。「過ごし方について生徒に指導する」というのは、何か言葉

足りないのではないかと思います。これは何を指しているのでし

ょうか。 

○説明員   この方針の趣旨の１つに、子どもたちに部活動だけではなくて、

多様な体験をさせることが、その後バーンアウトすることがない

ような子どもになるというところもありましたので、１行つけ加

えさせていただきました。休養日といっても、実際には、子ども

たちは休養しないで練習をしてしまうというケースが多々あるの

で、顧問からしっかりと、その他の様々な活動をするというよう

なことを伝えていただきたいという趣旨で、この１行をつけ加え

させていただいたところです。文言については、そういった趣旨

をあらわしているかどうか検討したいと思います。 

○教育長   例えば、「部活動顧問は休養日の意義や」というところはよく

わかるので、「多様な活動等も視野に入れた過ごし方等について」

というような修飾語を加えてもらいたいと思います。これは要望
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です。 

○教育長   その他ご質問等ございますか。 

       特にないようですのでこの報告を受けました。 

 

 資料配布 

  ・医療的ケア児就園・就学ホットライン 

 

○教育長   以上で本日の定例会を閉会します。 

 

（午前１０時４７分閉会） 

 

 


